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Fig. 1. Detection system of NoV VLPs using a 
V-trench biosensor. 
 

＊ ：p < 0.05 (by Welch’s t test)

＊＊：p < 0.01 (by Welch’s t test)

n.s.   ：not significant (p > 0.1) (by Welch’s t test)
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Fig. 2. Fluorescence intensity of the Qdot as a 
function of concentration of NoV VLPs, measured 
by the detection system. Error bars show the 
standard deviation of each data group. 
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【はじめに】我々は，表面プラズモン共鳴（SPR）励起蛍光増強を手軽かつ安価に使用できる，V

字型断面の検出用マイクロ流路を持つ「V溝バイオセンサー」を開発してきた[1] [2]。今回は，ス

トークスシフトが大きく，その為励起光の除去が容易で，高い蛍光信号が期待できる量子ドット

を蛍光標識として用い，ノロウイルス様粒子（NoV VLPs）の検出を試みた。 

【実験】図 1にセンサーの測定系を示す。転送行列法に

より SPRの電場増強度を計算し，励起光を 390 nmとし

た V 溝バイオセンサーの設計を行った結果，SPR 励起

層は，厚さは 19.1 nmのアルミニウム（Al）が最適であ

ることが分かった[2]。そこで，Al 層表面には自然酸化

膜ができることを考慮した上で，Al 層が 19.1 nm とな

るようスパッタリング法を用いて V 溝が形成されたポ

リスチレン基板上に Al 膜を堆積した。V 溝の頂角は

52.9° とした。Al酸化膜上に，ホスホン酸自己組織化単

分子膜（SAM）を修飾し，その上にモノクローナル一

次抗体，NoV VLPs，ビオチン化ポリクローナル二次抗

体，量子ドット（Qdot® 605 streptavidin conjugate，Life 

Technologies）を順に反応させ，390 nmの励起光を照射

して，605 nmの蛍光の強度を測定した。濃度条件の比

較にはWelchの t検定を用いた（有意水準 p<0.05）。 

【結果】図 2に示すように，NoV VLPs 濃度 0–100 ng/ml

については，濃度が上がると，蛍光強度が強くなる。と

くに，10 ng/ml以上では 0 ng/mlと比較して蛍光強度は

有意に大きく（p<0.05），NoV VLPsが検出できている。

今後は，表面修飾工程を簡略化し，高感度検出を目指す。 
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